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～緩やかな回復が続くも、景気後退期の落ち込み分の半分も取り戻していない～ 
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・ ８月のユーロ圏の鉱工業生産は前月比＋1.0％と事前予想（同＋0.8％）を上回る大幅増産。前月が僅

かに上方修正（同横這い→＋0.1％）されたが、先週～今週初にかけて各国の生産統計の発表が相次ぎ、

ドイツ以外にもイタリアやスペインでも堅調な増産が確認されていたので特段のサプライズではない。 

・ ７月が低調に始まったことで7-9月期の製造業活動の不振が懸念されたが、今月の持ち直しで緩やかな

改善持続が確認された。それでも7・8月平均の生産指数は4-6月期対比で＋0.9％にとどまり、過去２

四半期（1-3月期：前期比＋2.3％、4-6月期：同＋2.4％）の増産ペースから減速。四半期換算のトレ

ンドに相当する３ヶ月前比年率値も８月に＋5.3％と5・6月頃と比べて半減している（左図）。 

・ 回復途上にある生産指数も水準でみると、なお2008-09年の景気後退期の落ち込み分の半分も取り戻し

ていない状況（右図）。国別の動向にはかなりのバラツキがみられ、ドイツ、オーストリア、スロバ

キアで６割超、オランダ、ルクセンブルク、スロベニアで５割程度、フランス、イタリア、ポルトガ

ル、ベルギーで４割弱、ギリシャ、スペインで２割未満の回復。 

■ユーロ圏の鉱工業生産と実質ＧＤＰ成長率 ■ユーロ圏主要国の鉱工業生産

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。
　　実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。
出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）

2009 2010 2010
3Q 4Q 1Q 2Q 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

産業計 2.7 1.3 2.3 2.4 2.1 -0.6 1.8 0.7 1.2 -0.1 0.1 1.0
中間財 4.6 2.0 2.4 4.1 2.1 0.5 2.4 1.9 0.7 -0.4 -0.1 1.4
エネルギー 2.8 -0.0 4.0 -1.3 3.3 -0.0 -1.9 -1.0 2.4 -1.7 0.3 -0.7
資本財 2.1 0.5 2.0 3.9 2.5 -0.6 2.0 1.5 1.6 0.5 0.1 3.0
消費財 0.3 0.4 2.3 0.5 1.0 -0.1 1.7 -1.3 1.0 0.1 0.1 -0.0

耐久財 0.4 1.2 1.5 1.6 3.1 -0.8 0.5 -0.2 2.9 -0.5 -0.4 1.8
非耐久財 0.4 0.3 2.2 0.5 0.8 0.0 1.8 -1.2 0.7 0.2 0.2 -0.2

出所：Eurostat  


